このたびは本品をお質いあげいただをましてありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書•工事説明書」をよく読んで、正しく使 
用して < ださい。 

この r 取扱説明書-工事説明書」は、保証書と共に必ず保管して<ださい。 

♦まちがった使用をされますと機能を充分に発揮しなかったり故障や思わめ事故. 
危険を招<ことびありまず。 
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取扱編 

安をのために必ずお巧0 <だをい 


♦ここに示した事項は、 A 警告、 A 注意に区分していまず。 


A 警告 

取扱いを誤った場含、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性び想定される 
場含。 

必ま思 

取扱いを誤った場含、使用者び傷害を負ラ危険び想定される場合、および 
物的損富のみの発生び想定される塌合。 


[ A 注意」の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性びありまず。 
いずれを安全に関する重要な内容を記載してありますので、必ず守ってください。 


★説明文中の I お願い I 事項は、本機を誤りなく使用していただくためのミま意事項び記載してありま 
ずので、お守りください。 


♦イラスト（まんび)の横にある （$) マークは 「禁止」、 〇マークは 「強制」、 ^マークは「ミま意」、 
® マークは r 分解- 改造禁止」、® は r 接郎禁止」 を表していまず。 



化 


★ガソリン厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないで < ださい。 

か量の混入でち、火災の原因にな0ます。 




★がれ盾険 

煙突び正しく接続されているか点検してくだ 
さい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 



〇 


★煙琴辱屋外へ 

必ず煙突を取り付けて、煙突を屋外へ出して 
ください。 

出さないと、異常燃焼やガス中毒事故を起こ 
すことびあります。 



〇 







A 警告 


★煙突の閉そく危険 I 

煙突びつまつたり、ふさがれたりしていないことを確認してください。 
閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


I ★煙突內結霉水の凍結にま意 

が気温が低い場合、煙巽内の結露水が凍結して煙突をみさざ、排ガス 
が室内に漏れることがあり危険ですので、とさどさ煙突を点検してく 
ださい。 


★巧類の乾燥厳禁1 

あ類などの乾燥には使用しないでくださし、。 
あ類び落下して乂びつさ、乂災の原因になり 
ます。 



〇 

〇 

Q 


★可燃性ガス危険 

可燃性ガスの発生する塌所また 
は、たまる場所では使巧しない 
で < ださい。 

引乂して火災の原因になります。 


Q 


★ス:レこ宙厳禁 

スプレーちや炭酸飲料などをストー 
ブの上や前に放置しないでください。 
熱で吿の圧力びあびり、爆発し、危 
険です。 


(S 



王局 


★カーテン、可燃物近接禁止 


カーテンや燃えやずいらのを近づけないでく 
ださい。毛布やふとんなどを近くに置かない 
で < ださい。 

火災が発生するおそれびあります。 


〔 



(S) 


★給翅時ミ単^ 

給油は、必ず消火してからおこなってくださ 
い。 

乂ぶのおそれがあ0ます。 


i 

回 


圏 

1 



m 

1 

mid 












巧をのために必ずお守り < ださい 



王思 


★異常時使用禁止 


万一異常を感じた時は、使用しないでくださ 
い。 

異常燃焼や火災のおそれびあります。 



I ★高温部接触禁止 i 

燃焼中や消火直後は、高温部、煙突、天板、天板ガード、ガードなど 
に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあ0まず。 




★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ D ま 
ず。 


Q 


★夕板ガードを巧り付ける! 

ス I -ーブを使用するときは、必ず天板ガード 
を取0付けてか5使用して < ださい。 
取り付けないと、地震などによりス I -ーブに 
可燃物げ落下して、火災のおそれびあります。 


天板ガード 


★分解修理の禁止 

故障、破損した5、使用しないで<ださい。 
不完全な修理は、危険でず。 




を25造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 

また、煙突には床隱房用の熱変撰器などを取り付けないでください。 
乂がや排ガスび室内に漏れる原因となり、危険です。 


Q 


3 








I ★換気爾使 用禁止 • 空気取入□ をつける 

ストーブを使用している同室巧で操気扇を使用しないでください。 
異常燃焼や、立消えして爆発燃焼ずるおそれびあ0まず。 

‘空気取入□びない気密のよい部屋で換気扇を回ずと、室内の気圧び 
低くなり、煙突から室内へ排ガスび逆流ずることびあり危険です。 
.また燃焼用空気不足になり不完全燃焼するおそれがあります。 


I ★電源□—■ドを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり 
束ねたり、物をのせた0加工しないで<ださ 
い。また、電源プラグを抜くとさは、コード 
を持って引を扳かないでください。電源コー 
ドび破損し乂災や感電の原因にな0まず。 



I ★電源プラグは確実に差し込む 

輩源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくださし、。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで < ださい。) 
火災の原因になりまず。 


I ★長期間使用しないとをは電源:^グをおく I 

長期間使用しないとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 

火災やず想しない事故の原因になります。 


電源プラグのお手入れを] 

とさどさ電源プラグを抜を、ほこり（及び金属物)を除ましてくださし、。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶緑不良になり）火災の原因にな 
0ます。 


(S 


S) 

〇 

〇 


I 韦高地(標高1， 日 OOmL U 上)使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

標高 1，日日 〇〜 1, 日 0日 m では再調整び必要でずので、販売店へお問い合 
わせ < ださい。 






操作-表示部のなまえと使いかた 


デジタル表示部 


ちぺージのデジタル 
表示部説明欄を参照 
<ださい。 


時計•温度•タイ7— 
表 示ランプ 

ストーブを操作したとさの状態を 
表示し、デジタル表示部の表示内 
容を示します。 





タイ 77 " 
ぅンプ 

•タイマー運輯待 
機中。 


自動 
ぅンプ__ 

卢ホ了 

•自動運転中。 



操作部は開閉式。 
操作扉の 巧甲ず"] 
を巧して、指をは 
なすと開をます。 


温度時計タイマー 
♦ 〇 〇 


午前〇 
午後〇 


E 5\：_ lE 0 

設定温度室内温度 


微少弱中強 運車 5 

I 11 V /^、 


タイ 7 - 


乂をむいとき y 友ついとき f 表示切替 

時 Q り分臣 


入〇且切 


タイマー自動 


( M £> 〇弱 〇中〇感 

( 【 I つ 

乂力調節 


タゴス 

— タタン 

タイマー違 

す。 

锋五を開始しま 

13ぺージ養 

滞 J 


温度•時計をわせポタン 

温度の設定、時計の旨安定に使います。 
♦室温設定の場合 

「▲」.「▼」のボタンを押して含ねだます。 
♦時計設定の場合 

「時」- r 分」のボタンを押して合わせます。 
(1 日.12.13ベージ参照） 


f 1 

3動ボタン1 

自動! 

i 輯を開始します。 

12ぺ- 

-ジ参照 
































_ デジタル表示部 

温度時計タィマー 

:::幽。。國 

設定湿度 室巧湿度 


温度時計タイマー 
〇 参_〇 _ 

午前〇 I 〇| •fnnl 

午後 • L_yJ • I しり」 I 

溫度 室内温度 

沼度時計タイマー 
〇 〇_参— 

午前 • I d •fn ml 
午後〇 L_yJ • い」し' I 

i 赚温度 室内温度 
温度時計タイマー 

:::幽:囚 

設定温度 室巧湿度 


■温度表な； 

設定温度…… 

6む〜30でまで設を温度を選択で 
をます。 

室内溫度…… 

-9 で〜3日でまで表示します。 
■低温表示-高温表示 
「 Lq 」 ……室内温度び-1日たな下 
rw . J …室内溫度び3目むしん h 

■現在時刻表示 


■タイマー運転時刻表示 
タイマー運転時刻を表示します。 


■自動的に消火したとさの表示 
自己診敞機能により、異常時に 
EE 日〜 EE 22.EE EP を表示します。 
(16.21 ベージ参照） 



6 


タカ調節三を^ 

目盛「微少」〜 r 強」の間で、希 
望の火力位置に合わせます。 

11ページ参照 


_表示切替ボタン 

デジタル表示部の表示を、10 
砂間希望の表示に変えること 
びでをます。 

厂温度表示一現在時刻一！ 

I ——タイマー時刻 ^——I 


口灯減 
点消点 


お使 S になる前に 












使 5 前の準備 

_ 燃料に っぃて 

•燃料は、な油 （ J 旧1号灯油）を必ず 
使用してください。 

ガソリン、シンナー、変質な油、不純灯油など 
は、絶対に使用しないで < ださい。 

異常燃焼や故障の原因となります。 

■変質な油とは 

•古い灯油。（ひと夏持ち越したな油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所 
に保管した灯油。 

♦容器のふたが開けてあったり、乳白色のポ IJ 容 
器で保管した巧油は変費しやすい。 

(必ず灯油専用のポ U タンクを使って < ださい） 

■不純巧油とは 

♦'な油政がの油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、 

機械ミ由、重油など）びほんの少しでを混入した 
灯油。 

•水やごみが混入した灯油。 


I な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけまず 
(火の気のないところでおこなってください） 


〇な油 



X ガソリン 

\、ぶ额） 


濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


変質好油*不純灯油の見分けかた 

コップに水をいれ、次に:打油をいれて 
背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら 
正常。 


かしでも色びついて 
いたら使用しない。 





給油の際の手順とま意 


油タンクに給油する。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、灯油を市販の給油ポンプで油 
量計を見なび弓給油してください。 

女給油の際は、給油□フイルターを取り去5ないで<ださい。 


〇給油の際にこぼれた好油をふをとる。 

t 女給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびたま 
っておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油口か 
5市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やごみなど 
を吸いだして < ださい。 



給油□ふたを必ず元通りに閉める。 











燃料切れの注意 


女燃焼中に灯油がなくなると消乂しまず。 

このときデジタル表示部に rfs らこ'」を表示し、異常び 
あったことを知らせます。 

※油タンクに灯油があるのに「がが ' J び表示するときは、 


送油経路のつまり、空気溜りび考えられます。このよラなとさは 


デジタル表を部 



や 「定油面器の 


リセットボタンのセット」を参照して送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってか6油タンクに給油し、「運転スイッチ」を一度 r 切」にし 
てか6「入」にしてください。 


空気抜をの方法 


★送油管の途中が山おになったり、をつれたりしていますと、送油管の中 
に空気がたまって油が流れないことがあります。 

このよラなとさは、油タンクのバルブつまみを開さ、 pj セットボタン」を 
巧しておを、送油管を上下にゆっくりとふりなびら本体の ちへ 蛇行させ 
て空気を追い出してください。この空気抜きは数回くり返してください。 

♦金属製送油管は、上記のよラに空気の追い出しびでをません。この場含 
は、油タンク側と本体側の送油管の接続部を取りはずし、送油管に残っ 
ている口油を完全において、送油管を取り付け直してください。 



ミ由 






送ミ由管を本体側に 
たぐって空気を追い出ず 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など)に油漏れびないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店-営業所 
にご相談ください。 


煙突接続の確認 

♦煙突び正しく接続されているか確認して<ださい。外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 
•煙突が雪やル鳥の巣などでふさびれていないか確認してくださし、。 


ストーブ周辺の確認 

♦ス I -ーブの周辺および煙突の周囲に引火物や可燃物を置かないで<ださい。 


定油面器のリセットボタンのセット 

•定油面器のホい U セットボタンを、下へ1回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初ゆや、本 
体設置場所を変更したとを、又は巧震自動消火装置び作動したあと再 
運転するとをは、 U セットボタンをもう一度、巧しなおしてください。 



お使いになる前に 










使 5 前の準備 


お願い 


★ U セツトボタンは5秒！; LL 巧し続けたり、カラーをがして押さないでください< 
♦定油面器か5灯油びあふれたり燃焼び継続しないことびあります。 


U セット 
ボタン 


J ラ— 


操作扉の開閉を確認ずる。 

•操作部は 、 r 操作扉」 を指で軽く巧し込んでか5指を離しますと、ゆ 
つくりとでてをます。操作後は軽く押しちどずと□ックしてとまり 
まず。 「操作扉」 は、操作する時政がは必ず閉じてご使用ください。 



現在時刻のセット 


★電源 プラグをコンセント （家庭 用 AC 1 00V) に確実に差し込む。 

•デジタル表示部はち図のよラに「バー」表示されますので、現在の時 
剔をセットして < ださい。 

★このときデジタル表示部に 「 らご 」 び表示されるとをは、ストー 
プにな油びをていませんので点検してください。 

このよラなときは、 8 ページの※印を参照して、定油面器の赤し、 IJ 
セットボタンを押ずか、または ホ巧ぶ甫> を参照して.送 
油経路の空気损ををおこなってください。 

( -お願い- N 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを扳 
いて再通電した場含、デジタル表示部はち図のよラに r バー」表 
示され 、 f 時計」 表示び r 点な」 しますので、現在の時刻を設定し 
て < ださい。 



デジタル表示部 


























r 時計 j 表示 


デジタル表示 



通度時討 

/タイマー 

泣か 

お中进 


〇 4 

〇 

[ 

1 1 ! 

午前〇 

午を • 

,3み 

f n 
f u 

〇 

0 〇 0 


おち局度 

童巧湿度 


タイマー自動 
' 0 〇 
、 

レー 



入〇凸切 


ミし、とき▼ちつ瓜_^尉谐 


タイマー自動 


巡 愛 〇ぉ〇 中 〇趣 

C m 

义力調節 


dP 現在時刻び午後8時10分の場を 

① r 時」または r 分」のボタンを押ず。 

♦「時計」表示が「点繳します。 

( D 視在の時刻をデジタル表示をみなび6「時」のボタ 
ンを押して午後谷に合わせる。 

③現在の時刻をデジタル表示をみなび!5「分」のボタ 
ンを押して，'，ごに合わせる。 


r 時計」表示 
_ \ 

ミ豆 g\m タイマー 

t gj k 

巧定活ち ま巧おあ 


r 午後」ランプ 


♦ r 時」のボタンは]度押ずごとに1時間、「分」のボタンは]度巧すごとに1分間ずつ進みます。 

巧し続けると連続的に進みます。 

★時刻合ねせをする攝合は、けき計」表示び r 点滅」している間 (10 秒間）に r 時」. r 分」のどち6かのボタン 
を押してください。 

★午前の時刻に合わせる場合は、「午前」ランプび r 点な J していることを確認してください。 

★時刻合ねせができなかった場含は、もう一度 r 時」または r 分」のボタンを押してやり直してください。 

® 「時計」表示が r 点ミ威」か sr 点灯」にかわり、現在時刻の設定が完了しまず。 

( -お願い- N 

ストーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点义時刻び狂ったりずる蠕合は、コンセントを一度おい 
てから、をラー度差し込み直してみてください。 


お使いになる前に 




使用方法 

点乂（通常運転) 


★点火操作をする場合は、 r 操作扉 J を開ける必要はありません。 


r 温度鹰示 



③「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

•このとを、デジタル表示部の「時計 J 表示び r 温度」表示に変わりデジタル表示に現在の室内温度を 
表のします。 

「運転スイッチ」び r 点:) a 」 しまず。 

★約2分後に点义しますが、その後約3分間は予髓燃焼します。 

★予備燃焼後、約2.日分間は、火力は r 弱燃焼」しますので乂力調節はでをません。 

f -お願い-^ 

♦ご購入されてネ刃めて使用されるとをに、製品の塗料やパッキンなどの焼けるよラな臭いがずる場 
合があります。 

このような場台は、お部屋の窓を少、し開け、半日か51日程度、「強」運転をしてください。 

★1 〜2回点乂操作をして、点火しなかった塌を、何回を点火しないでください。バーナー内にな 
油びたまります。販売店にご連絡ください。 

★万ーロ油がたまったことに気付かずに点火したとさは、 r 運転スイッチ」を押しなおして「切」にし、 
たまった打油が燃えつさるまで待って<ださい。 

♦このとを、電源プラグをコンセントか5抜かないで<ださい。 

•点乂時には、ガラスび曇りますび、これは排ガス中の水分の蒸気によるちのです。 

♦莖温び日む UTF の蠕含は、点火までの時間は約目分になりまず。 


义力調節（手動運転) 


•火力調節は、「火力調節つまみ」を目盛 r 微か」〜 r 強」の 
間で自由に調節して < ださい。 

「パワーモニター」び、目盛の位置に応じて点灯します。 

/-お願い- N 

•点乂後約目分間は、ず備燃焼のため r 弱」燃焼しま 
すので、火力調節はでさません。 






















_ 室温の調節（自動運転) _ 

■自動運転は、お部屋の温度をでさるだけ一定になつための運乾ち法でず。 

♦自動運転時には、室内温度び設定溫度になるまで 「強燃焼」 を続け、室内温度び設定温度になると 「弱 
燃焼」 に切醬ねり、設定温度を]む超えると 「微か燃焼」 に切替わりまず。 

•さ引こ設定温度より約2む上昇しますと、自動的に r 消乂」 しまず。また設定温度付近まで下がります 
と、自動的に r 再点乂」 しまず。 

女室温の調節は、自動運転をしている場ちでしかできません。 


♦温度設定しない場含は、ろご(20む）び設定温度となります。このとを、室内温度び2ど C しソ上の場を 
は運転しません。 

設定温度を上げてください。 

室内温度び設を湿度より2で切上高い場合は運転しません。 


「温度」表示 「吕動」ランフ 



①操作扉を開け、「自動ボタン」を押ず。 

♦r 自動ランプ J び r 点灯」 しデジタル表示部に、現在の 室內 温度と設定温度，? G が表示され、自動運 
転となります。 

( D 温度を上げるとを。 

♦デジタル表示を見なび5、 「▲さむいとき」 ボタンを押します。 

® 温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見なび6、 「▼あついとを」 ボタンをす甲します。 

★温度設定をする場合は、「温度」表示ランプび点滅している間におこなってください。設定でをなかっ 
た場含はをう一度やり直してください。 

♦自動運転を解除する場含は、 r 自動ボタン」ををラー度巧してください。 


使いかた 






使用方法 


-お願い- 

♦一度設定温度をきめますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、 「消火」 後 
再運転する場合ち同一設定温度になります。 

♦温廣設定は、目む〜30むまでの間で設定でをます。室温表示は、一日む〜35でまで表示します。 
♦室温表示は室温び一10むし; TF の場合「しコ J 、 36む政上の場含は 「 iS ' ,」と表おします。 

♦温度調節は、ス I -ーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしを、ス I -ープの表示温度と室温とは 
一致しません。このよラな場合は、本体背面のルームサ ー S スタを、33ページの I ルームサー S 
スタの配線(移動 ）I を参照して、適切な位置に付け替えてください。 


タイマー運転のしかた 


タイマー運転をするときは、9ぺージ I 現在時刻のセット1 に従って、時刻1合わせをしてからでな 
いと、運転できません。 

V _ ' 




「タイマー」表示 「タイマ ー j ランフ 



CP 午前6時30分に設定したいとき 


①「タイマーボタン」を押ず。 

•このとをデジタル表示部の表示び「5 : 00」表示に、「時計 J 表 
おび r タイマー」表示に変わりまず。 


デジタル表示部 


活ちタィマー 


午前 ♦ 
午を〇 


^ 0 
ろ心 ) G 


( D デジタル表示を見なび6「時」のボタンを巧して午 
前 S に、「分」のボタンを押してみごに合わせる。 


段定温な 室巧湿ち 


♦このとさ r タイマー」表示び r 点滅」に変わります。 


巳 









•r 時」のボタンは]度巧すごとに]時間、「分」のボタンは]度巧すごとに]分間ずつ進みます。巧 
し続けると連続的に進みます。 

♦タイマー時刻合わせをする場含は、「タイマー」表示が「点ミ威」している間 （10 砂間）に、「時」または 
「分」ボタンを押してください。 

★電源プラグを抜いたり、停電した場合は再度日ぺージの[瑪查 P 驾[のおツト」にがって、時刻合 
ねせをし直して < ださい。 


③「タイマー」表示が、 r 点滅」している間に r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦このとき r タイマーランプ」 び r 点な」 し、セットび完了しまず。 

♦約1日砂ほど経過ずると、デジタル表示は現在の時刻を表おしまず。 

( -；；- お願い -^ 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーポタン J を押し 
て r タイマー」 表示の r 点な」 中(約10砂間）に、 「運晓スイッチ」 を r 入」 にずるだけで同一時刻で設定 
び完了します。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン」 を押ずと、 「消乂」 して r タイマー運乾」 の状態になり、タイマー運 
転時刻に自動的に点火します。現在時刻びセットされていないとをは r タイマー運輯」 の状態にな 
りません。再度9ぺージ I 現在時刹ち七ッ T 1 を読んで、時刻合わせか6おこなってください。 

★タイマー運転時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン J を押ずと、1日砂間表示します。 

女タイマ—運転操作鞭に停電びあったとさや、ス I ■^ーブを揺5して巧震自動消火装置が作動したと 
さ、電源プラグを振いたとさは点火しません。再度目ぺージ [1 富を時亥リあを心 F ] を読んで、時 
刻をわせからおこなって<ださい。 

女タイマー運転をずる蠕合は、周固に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認して 
からセットして<ださい。 

★お出かけのとさは、タイマー運転しないでください。 


_ タイマー運転の解除のしかた 

タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

①「運範スイッチ」を押して r 切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

③ r 運転スイッチ」を再度押して r 入」にずる。 

^[通常運転開始] 


使いかた 


idi 




使用方法 



① r 運転スイッチ J を押して r 切」にする。 

「運転スイッチ J が r 消な」し、デジタル表示部は現在の時刻を表示します。 

/-お願い- N 

★ス I •'ーブの消义は電源プラグをコンセントか5巧きとったり、ス I プをゆすって消してはいけ 
ません。 

★外出するときは、必ず消义してください。 

★長馳間留守にずるとさは、必ず電源を切ってください。 

消义後再点义するとをの注意 ^ 

♦消火後すぐに再点火すると、異常音び出ることびあ0まずので、しば5<(約10分間)待ってから再点 
火して < ださい。 













まを装置 

•ま全装置が作動ずるのは何！5かの異常があるときですか6、下記の処置をしても正常にな5ない 
ときは、お買いボめの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した場含は、「運転スイッチ」を押し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再 
度「運転スイッ升を巧して「入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はた5定 

処 置 

対震自動消义装置 

EE S 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日し U 上） 

や強い振動、衝撃を受けた攝合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

★地震によって作動した場含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、煙突のがれなど異 
常びないことを確認してか 
ら再点火してください。 

点火ま全装置 
が’？ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点乂しないときに、運転を停 
止しまず。 

1 

1 

1 

1 

1 

女点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとをはバ 
—ナー底に巧油びたまりま 
ず。たまったな油をみき取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にごホ目 i 炎ください） 

停電を全装置 

EE 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてを運転しません。 

参タイマー運輯中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

★再点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー 
達転の設定をやりなおしま 
す。 

燃焼制御装置 

EE & 

•燃焼中にがび消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点火操作をします。 

表示は安全装置び作動したときのエラー番号表示でず。 

詳しくは、 21 ページを参照してください。 

あ願い 

おずストーブを消火し、本体 
温度び巧分下がってか 5 おこ 


なって < ださい。 


使 

し、 

か 

た 


ii 





曰常の点検-手入れ 

点検-手入れのとをの注意 ~ 

★点検■手入れをおこなうときは、ス I -ーブを消乂し、名てか6、おず電源プラ 
グを巧いておこなって<ださい。 

★ガードを開ける時は、必ず手袋をはめておこなってください。。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


★周固の状態 

♦ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにして<ださい。 

♦ストーフはいつを清潔に掃除してくださし、巧 
れたままのご使用は危険のをとですし、ス [ ^一 
プのいたみを早めます。 

★ほこり 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取った0固< しぼった;'謂れ雑巾などでふを取 
って < ださい。 

★ mm - すす 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、煙突からす 
すび出ていないか確認して<ださい。 

異萬があれば販売店に連絡して < ださい。 

福妾 


油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のた 
まり、油にじみびあるかどラかを調べる。給 
油のときこぼれた灯油はよくふきとってくだ 
さい。 

万一油漏れによって油のたま0、油にじみが 
生じているときは、消火操作をし、原因をた 
しかめ防漏処置をし、油漏れびな<なったこ 
とを確認してか5点火操作をしてください。 

★送油管 

•送ミ由管か5油漏れびないか点検し、亀裂など 
びあれば交撰してください。 

•ゴム製送油管は2シーズンに1度は新しい物 
に交換されることをおすずめします。 

♦屋外配管をする場合は、銅配管でおこなって 
<ださい。 


♦夕 i •気温び低い場合、煙突内の結露水び凍結して煙突をみさぎ、排ガスび室内に漏れることがあり危 
険ですので、ときどき煙突を点検してくださし、。 



★送風機フアンのほこり 

燃焼用送風機のフアンにほこりびついたとき、プラシや電気掃除機など 
で取り除いてください。 

♦ス I -ーブ背面の点検扉を固定しているネジをはずし、点横扉をはずし 
てから掃除してください。掃除後は、必ずちとどおりに点検扉を取り 
付けてください。 

•フアンを変形させないよラに注意して<ださい。 

★ガラス炎筒 



ガラス炎筒にすすによるよごれびあれば、やわ5かい布などで巧いてください。（販売店にご相談ください。) 
♦ガラス炎筒には絶対に水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 














★反射板のほこり（必ず手袋をはめておこなってください) 


♦ストーブの反射板にほこりびたまった場含は、ガードのち端を上方へ 
持ち上げ、手前へ引いてガードを開いてから、乾いた布で、反射板に 



たまったほこりをふさ取って< ださし、。 


•圆ミ■因 

白 d 曲をンタ I 

♦給油ロ フイルターがご みやほこりで目づまり 
しまずと、給油時に給油口よりあ I をれ出た 0 
します。給油□フィルターを取出して、付着 
したごみやほこりを取0除いて < ださい。 


油を^夕内の水] 

♦油タンクに水やごみびたまっているよラでし 
たら、 ドレン扳さや、油タンクのストレーナ 
などか5たまった水やごみを取り除いてくだ 
さし、。 


★電源プラグ•コンセント 

♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると乂災の原 
因になることがありまず。 3箇月に ] 〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5振いて、付着したほこ0や巧れを取り除いて< 
ださい。 

★定油面器のストレーナ 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ)のとさ、次のよラに灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

這)定油面器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめさだず。 

③ストレーナを口油で洗浄ずる。 

@ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふき 
とる。 

⑤油タンクのバルブを開く。 

愈油漏れびあるかないかを点おずる。 




お 

手 

入 

れ 

♦ 

ア 

フ 

夕 

I 





★パッ キン I [★点乂ヒーター 


♦燃焼中、室内ににおいびこわるよラな場含は、 
と < にミち意して点検して < ださい。 

♦ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 
♦点乂ヒーターの取り付け部 


♦点火ヒーター及びパッキンが古<なり、切れ 
たり、ずをまなどびあると、点火不良及びガ 
ス漏れの原因になりまず。（販売店にご相談 
<ださい） 












曰常の点検-手入れ 

★ 燃焼リング、 ノを一尹^ 

♦燃焼リング、バーナーは高温になりまずので焼損することびあります。とをどを点検し、変形や焼損 
していた b 早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

去-煙卖- 

♦煙突は、約4箇月に1回程度の割含でいったん取りはずし、排気流路部分のなかのすすによるよごれ 
などを点検し、ほこりやすすびたくさんたまっておれば、軽くざっと掃除してください。 

少々ほこりやすすびたまっている程度では、掃除をおこなラ必要はありません。 

★耐熱塗装の補修1 

♦熱交換器は耐熱蓮装を施していますび、耐熱塗装膜び酸化してなくなる場含びあります。 

その場含は、巿販の耐熱塗料のスプレーで、火気のない所で補修しまずとをれいになりまず。 


震などの災害び発生したときの点検について J 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わつたとさは、運転をずる前にがず次の点検を実施してくださ 
い。 

点検内容 

•機器の損傷の点検 •煙突回りの外れ、漏れの点横 ♦送油経路か5の油漏れの点検 

★点検で異常びみつかつたときや、点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいがしたり目がし 
みる攝合は、使用を中止して、販売店または別紙の 相 談 窓巧^ 覧 "1 に修理依頼をしてくださ 
い。 

定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、機器の点検びお要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にををにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン沒了後などに、お質い上ば店、 
交は修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守摘会 ( TEL 03-34 日 9 -吕 928) でおこなう巧術管理講習 
会修了者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社安店•営業所などに点検巧頼されることをおす 
ずめします。 


f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 隙 

参定油面器‘ストレーナの掃除 ♦油タンクの水おを 

♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた6を ♦操作部品-動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検•交換 

♦点义ヒーター、燃焼 U ング 

掃除-点検-整備 

、 

♦本体内部、燃焼用送風機 ♦各接続部のパッキン 

•煙突の接続、つまり 








巧障-異常の見分けかたと処置方法 

故障-診断チェック表 


★この表むがに不具合があるとをは、お買ホめの販売店にご相談下さい。 


\ 現象 

原医] \ 

運 

転 

ス 

イ 

、ツ 
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し、 
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中 
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内 
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に 
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巧 

中 

立 

消 
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る 

置 

厶 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 
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び 

び 

0 

夏 

出 

る 

ガ 

フ 

ス 

び 

< 

ち 

る. 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
着し&む 

停輩した 

〇 

EE 0 





〇 

EE 0 




停靈復帰撥点乂し直す 

対麗自動消火装置び 
作動した 


〇 

EE 5 




〇 

EES 




再点火操作をし定油画器の 

U セッ h ボタンを押す 

油タンクに水び入つ 
ている 


〇 

EEe 

〇 



為 




水混入の灯油をすっかり说 
さとる 

油タンクに巧油がな 
し'! 


〇 

EESP 

〇 



〇 




巧油を入れる 

不良巧油を使用した 


〇 

〇 

〇 





〇 

販売店にご相談ください 

配線不良がある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コン ト□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 


// 

電磁ポンプ不良 


〇 

E り 

〇 

〇 

〇 

〇 

EEB 



〇 

// 

点乂ヒーター不良 


〇 








// 

煙突のドラフトび強 
すぎる 






〇 



〇 

ドラフトレギュレーターを 
取り付ける 


♦燃焼中 r カチカチ」音がずることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
♦この表の r が」は、21ぺージ [ デジタル表示の見ち]を参照してください。 



お手入れ•アフタ—ヴービス 








が暗-異常の見分けかたと処置方法 


_ デジタ J レ表示(エラー表示)の見ち _ 

★ストーブの運転中に異常が起こり消火した場含、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」しま 
すので処置をして < ださい。 


エっ一表术_ 原因 r 処置方ま 、 

: C 1~•運転中に電源び切れました。 ♦電源ブラグの差し込みを確認し、 

♦タ イマー点火待機中に電源び切れま した。再点火操作をしてください。 

: r 1 f n •ルームサーミスタび断線しました。 ♦販売店まで連絡してください。 


固四 
國 Q ) 
画囚 
固囚 
回囚 

巧。 

回四 
回回 
回 


♦点火安全装置び作動しました。 
♦バーナーサ ー S スタび 断線しました。 
•対震白動消乂装置び作動しました。 

♦運転中に消火しました。 

♦ノ くーナーヴー S スタび断線しました。 
•室温が36た政上になりました。 



•燃焼用送風機び故障しました。 

•スタート時、パ‘ーナーび高温でした。 
•ノ^ナーサー S スタび短絡しました。 


着火 S スを2回しました。 


ストーブに灯油びをていません。 


♦原因不明の場合は、販売店まで 

連絡してく ださい。 _ 

♦作動した原因を取り除さ、再点 
_ 火操作をしてくだ さい。 
♦原因不明の場合は、販売店まで 
連絡してください。 

•室温び下びるのを待って、毎点 
火操作をして < ださい。 
•温度調節をしてください。 
♦原因不明の場合は、販売店まで 
連絡してくだごい。 __ 

♦販売店まで連絡してください。 
'♦販売店まで連絡してください。 


•販売店まで連絡してください。 

♦阿油を入れて < ださ~ 
(7 ぺージ g 章油のしかた I 参照） 
灯油びある攝合は送油経路を点 
検してください。 



部品交換のしかた 


胃1 ★分 解修理止 

故障、破損した6使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。 


國 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、点火ヒーター、 
パッキンなどの交換部品び必要な場をは、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使い<ださい。純正の部品！;(がを使用して万一故障や 
事故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場をは、目才団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこ 
なラ巧術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


、 _ 




保管のしかた(長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管する場含は、17ページ I 百常の点棱' れ の項を参照して、ス I -ーブの手 
入れをしてから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 
♦格納■保管場所は、湿気•火気■高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをストー 
ブの上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよラ配慮してください。 


1 ストープを長期間使用しないで保管ずるときは、おず電源プラグをコンセントか5おく。 

♦ストーブを使用する季節び終り格納するとをは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部振を 
取り、定油面器のストレーナーち取り出して灯油で洗浄する。 （18 ページ参照） 

/-お願い-^ 

油タンクの灯油を巧くとさは、送油管の灯ミ曲を完をに抜いてください。灯油が残っていると翌シー 
ズンに使用ずるとを、つまって灯袖が流れなくなります。 （8 ページ参照） 


2 ストーブや油タンクの表面をふ<。 

♦固くしぼった請れ維巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

9本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかける。 

4附属品と「取巧説明書-工事説明書」-「保証書」を紛失しないよラ同時に保管しておく。 


仕様 


型式の呼び 

HR-682D 

質 量 

約引 kg ^ 

種 類 

半密閉式石油ストーブ•ポット式 
強制通気形•自然対流お 

認雖贼周あ致 

100V 日日/6日 Hz 

雜消費電力 

点火時24日/24日 W •燃焼時 14/16W 
最大68日/目 80W (点火初期に短時間発生) 

点火方式 

獻点乂 

使用燃料 

な油りに1号） 

煙突の呼び徑 

10日圍 

燃焼状態 

最大 

最ル 

電流ヒユ—ズ 

己 A 

燃料消費量 

0.984しか（目盛強） 

0.198 L/h (目盛微少） 

安全装置 

対襲自動消火装置、点火安全装置 

発熱量 

33940 kJ/h (811 Okcal/h) 

6820kJ/h(1630kcal/h) 

停輩安全装置、燃焼制御装置 

熱効率 

最高の％ (目盛強） 

最槪70%(目盛微か） 

附属品 

置台 （1 個）、ゴム製送油管 （1 本) （Im) 
ホースノ (ンド (2 個）、天板ガード （ 1個） 
ガード遮熱板 （1 個） 

置台用止めねじ (2 本)、木ねじ （ 1本） 

暖房出力 

6.79kW(5840kcal/h) 

1.33kW(ll40kcal/h) 

が形寸法 

高さ日93™、幅700111、奥行410画(置台を含む） 


表の熱効率は、煙突の通気力 （ ドラフト)が、強燃焼時一 O . SimHsO 、 微か燃獅き- O.AmnihbO 
、で、使巧した場合です。 


■送油経路図 


■配線図 





お手入れ•アフタ I サ I ビス 




















アフター ヴー ビス 

保証について 

•添付しております保謡書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載內容をご確認のうえ 
保管して < ださい。 

★保証期間はお買い上げの日より1年間です。 

•保証書の記載内容によりお買い上げの販売店び修理いたしまず。その他の詳細は保証書をご費くだ 
さい。 

♦保証期間び過ぎてからの修理については、お買い上げの販売店にご相 i 炎ください。 

お客様のご蒂望により有料修理いたしまず。 

この取扱説明書と本体に表示されている禦止事項.注意事項および通常使用に反して使巧された場 
合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

^___ J 

補修部品の保有期間につい 

女半密閉式 ( POT 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後7年でず。 

•性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

I 転居硫場司 

♦このストーブは電源周波数加、孤 Hz とち同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地か5の 
転居は再調整が必要ですので別紙の客様福®^巧二■覧]までご相談くださし、。 


★分解修理の禁止 

' 故障、破損したら使用しないでください。不完全な修理は、危険です。 



故障-修理の際の連絡先 下記の事煩をご連絡ください。 

アフターサービスについてわか!5ない場 ①型式 HR -682 D 

含は、お買い上げ販売店、またはもより ■■ ► ②故障のが況(できるだけ詳しく） 

の|_お客様相談-窓口一覧 I (別紙参照)ま ③お買上げ年月曰 

でお問い含わせください。 ® おなまえ、おところ、電話番号 


製品についてのお問い合わせ先 

製品の使いかたがわか5ない場含や、お 
こまりになつた塌合は別紙の I 古、を様相- 
談窓己—-^費] までお問合わせください。 








据付けにごいて 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~ 

♦据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などま令の基準びあります。 「王事.福 . I 
のを全のために必ずお守りくださいをお読みになり販売店又は据付業者とよくご相談してください。 
また、「標準提 村け例 I にっいては、27ベージを参照してください。 

据付け後の確認 ~ 

♦据付けが終りました5、もう一度、巧章;の巧全のために必ずお守りくださいをお読みになり、 
[主事編]に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 

試運転 一 

•試運輯は、販売店又は据付業者とご一緒におずおこなってください。 

mmmm 

17ぺージ ni 由の し 疗忘 1 、 8ぺージ 「点火前の準竭と確認] に従って運転準備をしてください。 

2 電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。このときデジタル表示部に f 戶」が表示 
されるときは、ス1 -- ブに巧油びきていません。ス1 -- ブに巧油び流れてくると自動的に 「 — 」 
(バー表示）に変わります。おし3分が上待ってわパ'-表示に変わ5ないとさは、をラー度7ぺージ 
給油を に かた I 、8 ぺージ [^乂前の羣福^確認] に従って運転準備をやりなおしてくださし、。 


11ページ使用方法に従って運転してください。 


2 初期運転時の異常現象 

•開個して始めて使用したとを、防錯油とか塗装やほこりび乾燥したり、焼けたりずることによっ 
て、ス I -ーブから約2日分間位、煙やにおぃび出ることびありますび、ご使巧には全く支障はあり 
ません。 

3 正常運転の目安 

•正萬運転時のバーナーの炎の色は、黄乂びとさどをまじる青炎です。 

/-お願い- N 

煙突の設置条件が悪ぃと、黒煙を出して燃えたりガラス炎筒が量ったりしまず。交、とくに春先や 
秋口でが気温が高ぃ時期には、ドラフトが不足して点火時ににおぃがすることがありまず。煙突の 
設置を点検し、34ぺージ煙突の取り付けを参照して正しく煙突を設置してくださぃ。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 据付け 


4 消火の手順 

♦1 日ページ \ m ) k ] に従って消火をしてください。 





I 工事編 1 

まをのために必ずお守りくだをい 


♦ここに示した事項は、 A 警告、 A 注意に区分しています。 

个巧ち/ ■!- 作業を誤った場含に設置工事作業者び、又は設置工事の不具含によって使 

_ 用ちが死こまたは重傷を負ラ可能性び想定される場合。 

^ 作業を誤った場合に設置工事作業者び、又は設置工事の不具合によって使 

/ f \) を扁 巧者び傷害を負ラ危険び想定される攝合および物的損害のみの発生び想定 

される場合。 

fA 注意 J の欄に記載した事項でを、状況によっては重大な結果に結び付く可能性びあります。 
いずれも安全に関する重要な内容を記載してありますので、必ず巧ってください。 

★説明文中の 「お願い I 事項は、本機を誤りなく使巧していただ<ための注意事項び記載してありま 
すので、お守りください。 

♦イラスト（まんび)の横にある （ S ) マークは r 禁止」、〇マークは「強制」、マークは r ま意」を 
表しています。 



敌化 
夏口 


^居付けや移動は、販売店へ依頼ずること 

ご自分で据付けをされ不備びあると感電や乂災の原因になります。 


★乂災予防条例、電気設備に関ずる巧術基準、電気工事は指定の 
工事店に依頼するなど法令の基準を守る。 


* 屋内排気 ^ ih 

がず屋外に排気してください。 

排ガスが室内に充満して危険です。 



Q 


25 







必ま意 


★ J み D 場前こは据え付けみ1 

★乂災や予想しない事故の原因になります。 

♦水平でない場所、不安定な場所 

♦不安定な物を乗せた棚などの下 ^ 

•可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 

♦燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない塌巧、文は換気のおこなえない攝所 

•付近に燃えやすいちのびある場所 

♦階段、避難口などの付近で避難の支障となる場戸斤 

•マントルピース內 

♦温室、飼育室など人のいない場所 

•フ□ンガス、塩化水素ガスなどの八ロゲン系化合物のガスや溶剤を使用している、理•美容院、 
• X ツキ-塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場など塩素ガス等の影響により鐘び発生する 
ことびありますのでご使用はごけてください。 

♦塵やほこりの多い場所 

燃焼用送風機のフアンにほこりびつまり、異常燃焼を起こずおそれがあります。 


★可燃物との距離は離ず 

★ちの図に示すよラな寸法内に、可燃物や障害物のない 
場所で使用してくだをい。 

♦ストーブの上に物び落下しない場所で使用してください。 
落下物により火災び起さるおそれびありまず。 

♦家具等か5は充分な距離を取って < ださい。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


45 cm な上 


(煙巧の四方） 


1.5 mlU 上 


如肌 JU 上 I 


30 cm な上 


1.5 m な上 



煙突を確実に接続してしっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運転中に排ガスび室内に漏れて危険でず。 


化 


据がけ 






巧をのためにがずお巧 0 < ださい 



王局 


★標準据付け例 


60 cm む上 


※が cmL ソ上 


固定金具’ 

ドラフト 
レギュレータ: r \ 


60 cmW ± 


、まえ金具 
.15 cm な上 


支え又は 
吊り金具 


上りな目引7ゾ\*"めびね石 


-お願い-^ 

♦煙突の巧端か5水平距離1 mL ソ內に建物の軒が 
ある場含は、その軒か5目 0 cm な上高くずること。 
煙突の先端から1 mLU 内に建物の開口部(窓)が 
ないこと。 

♦ (《 MScmlU 上の寸法は、煙突が本化か6 1.8 m 
をこえる塌合は 15 cmi ； Lh です。 

•煙突は、固定金具で 1.5 m 〜 2 m 間隔で固定す 
る。 


※可燃物から 
45 cmlU 上 


★ス トー ブに附属している置台の上に据え付ける 


★家屋賃通部のま意 

♦煙突が可燃性の壁などを貫通ずる部分は、必ずめびねち 
を使用する。 

♦ル屋裏、天井裏などにある部分は、金属ながの不燃材料 
で防火上有効な被覆をする。 

♦可燃性の壁、天井、ル屋裏、天井裏などを貫通する部分 
及びその付近では、煙突の接続はしない。 


JOCTllU 上 

^け^... j - 地区に d 

異なるご 
パ/1びある口 
!通する 火がろ!？: 


買通する 
壁よ D 暦 
いこと。 


'地区によの 
異なること 
びあるので 
火災予防ま 
例を参照す 
、る。 . 


★煙突の固定 


♦煙突は、風や振動などで倒れないよラに、まえ金具や支え線などで固定ずる。 
♦煙突は、 ] .日 m 〜 2 m おきに固定金具佈販品)で固定し、自重をすえる部分は、 
支えまたは吊り金具で堅固にま持してください。 





A ) 王思 


油 タンクとの 距離を離ず 

♦油タンクはストーブより2 mL ソ上離して据付けるか、防火上 
有効な遮へいを設けてください。 

★屋外タンクでの使用を前提とし、附属のゴム製送油管の長さ 
は] m でず。別売のゴム製送油管い》110フ091日•長さ 3 m ) 
をご使用ください。 

♦油タンクは、熱•振動-衝擊のみない場所に据付ける。 

♦据置式油タンクは、不燃材の床上に据え付けること。 

床置式の油タンクは、たたみ-じゅラたんなどの上に据付け 
ないこと。 

♦油タンクの送油バルブ(油の出口）と本化の送油管との落善は 
SOcmL ソ上になるよラに置いてください。 

オイルへッド面との落差は、最大 2.5 m 政下にしてくださし、。 
油が定油面器よりあふれ出ることがあります。 

♦室夕■{■設置の油タンクの場をは、ちの図の落善をとってください。 






★ ゴム製送油管の屋夕も使用禁止! 

ゴム製送油管は屋外で使用しないでください。ひび割れを生じて 
油漏れの原因にな0ます。 




[★煙突の点検 I 

取り付け終わったら、をラー度点検 
してください。次のよラな取り付け 
は危険であったり、不完全燃焼をおこすおそれ 
がありますので必ず修正して < ださい。 



•下り勾配、下向を巧びり禁止 



•トップと開口部は 
] m し U 上のこと 



•可燃物近接禁止 

Q 













開こん 


_ 開こんの際のを意 

包装箱から製品を傷つけないように取り出し、徊包材などを取り除いてください。 


2 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたルねじのゆるみや、はずれなどびないかを調べて 
ください。 


I _ 附属品と取扱上のを意 _ 

♦置台1個：ストーブの置台として必ず使用してください。 

♦置台用止めねじ2本：ス f -ーブと置台との固定に必ず使用してください。 

♦天板ガード1個：火災予防のために必ず取り付けてください。 

•ゴム製送油管(長さ1 m ) 1本：給油コックとストーブとの接続に使用してください。 

★屋内タンクをご使用の場合は、別売ゴム製送油管 1107091已.長さ 3 m ) を使用してくだ 
さい。 

♦ホースバンド2個：づム製送油管の締め付けに使用してください。 

•ガード遮熱板1個：側面との距離びないとを、前面ガードに取り付けてください。 

♦木ねじ1本：ルームヴ ー S スタを壁などに固定する攝含に使用してください。 





据付け 


据付け場所の選定 


床面 

♦ストーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃びなく、ス I -ーブの重量に充分耐え、安定してい 
ることが必要です。 

♦ストーブは、水平になるよラに置いてください。スIブを水平に置さませんと、異常燃焼や対 
震自動消乂装置の誤作動の原因になることびありまず。 


2 
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可燃物との距離 

•附属品のガード遮熱板は、壁面の可燃物 
の温度を上げないために必要でずので、 

20 cm まで可燃物に近づける場合は、必ず、 

前面ガードの可燃物に近いちに取り付け 
てください。 （31 ぺージ が蔵お 
〔地脚邮通 参照） 

ガード遮熱板を取り付けない場含は、ス 
トーフ側面と可燃物との距離は3日 cm 政上 
離して < ださい。 

煙突の設置 

•煙突は必ず屋外へ出してください。出さないとガス中毒事故を起こすことびありまず。 

参煙突のドラフトび強い場含は、ドラフトレギユレーターを取 D 付けて<ださい。 

•煙突を設置ずるところと、ス I ブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してくださ 
い。 

落下物の危険のない場所 

♦ストーブに物品び落下ずる可能性びあるとさは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまた 
は落下の可能性の ない よラに処置をしておいてく ださし、。 

コンセントの位置 

♦交流10日ボルトの電気のコンセントび、どこにあるかといラことをよく考慮してください。歩行 
者び、電源コードをひっかけないよラにしてください。 

暖房効果について 

♦ストーブの対流熱と放射熱で、暖房び最ち効果的にでさる場所を選んでください。 

燃焼用空気について 

•ストーブを据え付ける場所には、下部換気□および上部撰気口を設けてくださし、。 

♦ス トーブは充分に換気びでを、可燃性ガスび発生しない場所または、たまるおそれのない場所に 
据付けて < ださい。 


据付け 






据付け 

据付け方法 


ヒートエレメントの巧り巧け 


• r ヒートエレメント」は、下図のように、熱交換器巧に正しく装着されているか確認してください。 



^燃焼筒ふたのおり付け: 


(臭気の原因となるため正しく取り付けてください。 



♦「燃焼筒ふた」は、方向性びあります。みたの上面の表示に従って正しく 
取り付けて < ださい。 

取り付け後はみたび浮かないように(パッキンをなつかせるため)上から 
必ず押しつけてください。 

浮いていると排気ガスび室内に漏れ、においがでます。 



天板ガードの取り付け 


•附属品の r 天板ガード」を取り出して本体に取り付けてください。ストー 
ブをご使用になるとをは火災予防のたがにち、必ずこの r 天板ガード」を 
取り付けてか5ご使用ください。 


天巧ガ 



•このストーブは発熱量び大きいため、前面か5特に強い放射熱を出しますので、可燃物との間には、 
充分な距離び必要でず。 

•ガー ド遮熱板は、壁面の可燃物の温度を上げないために必要でずので、2日 cm まで可燃物に近づける場 
合はがず前面ガードの可燃物に近い方に取り付けてください。 

♦ガード遮熱板の取り付け方 


ガード 遮熱板をち図のようにガードに取り付けて、上下4箇所のつめを け目の力’-ドにひコ机ブこつめを脚柿 
折り曲げて固をしてください。 

-お願い-^ 

ガード遮熱板を取り付けなぃ場合は、ストーブ側面と可燃物との距離 
は30〇11政上離してください。 

特に家具などは強い放射熱を長時間受けると、狂いを生じまずか5、 

ま意してください。 

なお、取り付けの際はな護シート清色)をはびしてください。 
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置台の取付けと水平調節 

• r 置台」の上にストーブを据えて位置を決めてか6、ストーブ床面の4箇 
所の r 調節脚」で、「水平器」を見なびら水平になるよラに調節してくださ 
し、。（調節腳は、前、後で大きさび違っていまず。） 

•ス I -ープと r 置台」を、附属の止めねじ （2 本)で、必ず固定してください。 

♦置台には前後がありまず。曲線部分び前側になるよラに取り付けてくだ 
さし、。 


_ 油タンクの組立てと据付け 

★油タンクの据付けについては、咨地の火災予防条例に従ってください。 

•28 ページみ油タンタとの距離を盛す]を参照して据え付けてください。 


ゴム製送油管の取り付け 

♦油タンクの送油バルブまたは、給油コックなどの油の出口とストーブの送油管に、附属または別売 
のゴム製送油管を差し込み、附属のホースバンドで締め付けてください。 

♦送油管の上には重量物びのったり、折れ巧びったり、空気たまりびでをるよラな形状にな5ないよ 
うにご配慮ください。 

♦規定の送油管し U がは使用しないでください。 

♦ゴム製送油管は油タンクを屋外に設置する場合は使用しないでくださし、。 

♦ゴム製送油管の取り付けは、曲げ半径びルさかったりねじれたりするとゴム内部に圧力が加わり、 
短時間でヒビ割れなどび発生し、油漏れの原因になります。 

曲げ半径は、最低でを1日日 mm しん h になるよう、またねじれのないよう設置してくださし、。 

♦づム製送油管は紫外線に当たると劣化び早くなります。でさるだけ曰光の当た5ない場所を選んで 
ください。 

♦ゴム製送油管は、時間とともに装化しますので、定期的に点検してください。 

2シーズンに1度は新しい物に交換されることをおすすめします。 

♦油タンクを屋外に設置する場合は、おず金属製送油管(外径0 8の銅管)を使用してくだごい。 

★金属製送油管で配管する場含は、切断や加工時の切りくずや切りおをきれいに取り陈いてか5配舊 
してください。切りくずや切り粉が配管内に入りまずと、定油面器わ、百灯油があふれたり、電磁ポ 
ンプの故障の原因になりまず。 




据付け 





据付け 


電源コード 


♦電源コードは、傷ついたり、加工したり、無理に巧げたり、引っ張ったり、たばねたり、重いをのを 
秉せたり、かみ込んだりしないでください。電源コードび破損し火災.感電の原因になります。また、 
足でひつかけたりしないよラ配慮してください。 


ルームヴーミスタの酉 Si 線（移動) 


♦ストーブの設置場所や周囲の状況によっては、お部屋の室温調碧びラまくいかない場合がありまず。 
このような場合には、ス I ブの背面に取付けてあるルームヴ ー S スタの位置を変更してください。 


1 ストーブ背面のルームサーミスタを止めているビニタイをはずしてく 
ださい。 

センサーケース裏面の粘着テープで壁や柱に貼付けてください。 

( U — ド線の有効長さは2.日 m です。） 

f お願し、 > 

リード線が、煙突に触れたり、踏んだり、引っかけたりしないよラに 
配線してください。 


2 附属品の木ねじで固定ずる塌含は、木ねじを壁にねじ込んでか5セン 
ヴーヶース裏面の巧に木ねじの頭を麓して取付けてください。 






煙突の取 D 付け 


煙突の径 


•このストーブの煙突の呼び径(外径)は 106 mm です。 


煙突の引さ出し位置の変更 


•このストーブは煙突の設置状況に応じて、本体ち側からでち、本体左側か S でを取り付けが可能です。 
取り付け位置の変更は次のよラにおこなってください。 

1 煙突取付□を固定している4本のねじをはずし、中のパッキンを損傷 
しないように煙突取付□をはずしてください。 

2 排気ロキャップを固定している4本のねじをはずし、中のパッキンを 
損傷しないように排気□キャップをはずしてください。 

9組み付けは逆の要領で組み替えてください。 


煙突内の結露水凍結防止について 


♦厳寒地区では、屋外の煙突内結露水び凍結しふさびれることびありますので、充分に注意してくださ 
い。 

1屋内の横引さは、できるだけ短くしてください。 （2 本政巧） 

2 立上げ部の接続は、 T 虹びりを使巧してください。さらに、水揣さ巧（が6政上)をあけていただく 
と効果的です。エルボの使用は絶対におやめください。 

ク屋がの横引さは設けないでください。 



煙突の横引を、立上びりの標準寸法 


•煙突の寸法と通気力 （ ドラフト)値は、ほぼ次の図表の通りです。 

- — 

. 通気力（ドラフト） 

{ — mmH 己 0) 

「 

0 ^ 
一 f 

j 

: 

、 

L 

単位 ： cm 

A 二] 60、巨二230、 C 二160程度 

A 二160、巨二已70、 C 二330程度 

0.8 

上0巧 K / 

A 二160、巨二230、 C 二330程度 

1 .2 

A 二1巨0、巨二60、 C 二270程度 

1 .7 

A 二1巨0、巨二60、 C 二440程度 

2.2 


(を)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意 P まし、この流動を誘起する圧力 
差を通気力 （ ドラフト）と言います。 


据 
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煙突の巧 0 付け 


煙突先端（トップ)の位置 


1 煙突トップは、屋根面か5垂直距離6日 cm 政上離す。 

2 トップか6水平距離1 m 政内に隣接家屋などの軒びある場合は、さら 
にそれより目 OcmULh 離ず。 

〇窓などの開□部か6は1上離ず。 



煙突トップのお状 


参煙突の屋外のトップ(先端)は H 形か、 H 形を使用して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 


可燃物との距離 


♦煙突は木材など可燃物から、次の距離をとってください。 

-煙突がストーブか51 .8 m 政内 . 45柳政上 

-煙突がス1-ーブから]. 8 m こえる……1日 cml；LL 


ドラフトレギュ レーター 


♦燃焼を安定させるために、トヨトミ純正ドラフトレギュレーターを取り 
付けてください。 

強い風び吹いたり、その他の原因でドラフトび強くなりずざると、バー 
ナー内部にすずびたまり、立ち消えの原因となることびあ0ます。 
•熱効率と煙突の関係は、ほぼ次の表示のよラになりまず。 



通気力（ドラフト） 

( — imH 20 ) 

最大熱効率 
償） 

左の通気力 （ ドラフト)値にほぼ等しい 
煙突の長さと配置の例(抑） 

煙突取巧け図 

0.8 

72 

A 二1巨0、 B 二230、じ二160程度 
A =1 曰0、己二己70、 C 二330程度 

巧 切巧測定巧 譲 

0^ 

「 B - ‘ C 

1 

1 .2 

70 

A =160、 巨二230、 C 二330程度 

1.7 

69 

A 二160、目二巨0、 C 二270程度 

1 

上り巧拓 A 

1 

2.2 

68 

A 二1目0、巨二60、 C 二440程度 


(を）通気力 （ ドラフト）とは煙突を通じておこる排気ガスの流動を意味 
し、この流動を誘起ずる圧力差を（ドラフト）と言います。 




表の熱効率の測定は表示の図に示ず位置でありまずが、実際には、例えば B 部の中間で室のと室外 
の境になれば、煙突か5放射熱び引をつづいて室のに出ますか!5、熱効率は表の数値似上により良 
<なります。 

ドラフトレギュレーターを A 部又は B 部に設ければ、通気力 （ ドラフト）が強い場合は任意に弱める 
ことがでをまず。 



















集合煙突利用の際の差し込みかた 

♦集を煙突を利用するとさには、図のよラな差し込みかたをしてください。その際、おず設置方法な 
どに ついて 専門業者にご相談してください。 





横引をの長いちを上側にする 


条例に関する事項 

♦煙突の取り付けについては、鲁地区の乂災予防条例に従ってくださし、。 

_ 煙突の取付巧^~ 

•取り付け図は、27ぺージ [pi 馬村百柄□を参照してください。 


_ 積雪地域での取付け位置 _ 

•積雪地域では、煙突先端（トップ)び、積雪でふさがれないよラな位置に取0付けてください。 


試運拓 

★ストーブの振付け工事が終わりました5、試運転を使用者とご一緒にがずおこなってください。 
使用者に運転方法はちちろんのこと、日常の点横•手入れの方法、定期点検、故障•異常時の処置方 
法、連絡巧等をお教え願いまず。 

♦試運転の方法(運輯準備、運転、消火の手順)については、巧^新の24ぺージを参照してくださし、。 
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